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令和３年度 福祉サービス第三者評価結果 

≪基本情報≫ 

 

対象事業所名 みゆさと保育園 

経営主体(法人等) 社会福祉法人 若里 

対象サービス 認可保育園 

設立年月日 平成 31 年 4 月 1 日 

定員（利用人数） 60 名(現在：70 名) 

事業所住所等 横浜市鶴見区豊岡町 40-15 電話番号 045-585-5501 

職員数 常勤職員 15 名 ・ 非常勤職員７名 

評価実施年月日 令和 3 年 11 月 8 日・11 月 12 日 

第三者評価受審回数 初回 

実施評価機関 株式会社 R-CORPORATION 

 

≪実施方法≫ 

 

評価項目 標準となる評価基準 

自己評価実施 

 

期間：令和３年６月 1 日～令和３年８月６日 

全職員を 4 チームに分かれて内容をまとめ→各チームの内容をリーダー層でま

とめ→リーダー層から挙げられた内容を上層部で１つにまとめる。 

利用者調査 

 

期間：令和３年７月 12 日～令和３年７月 26 日 

利用者（保護者）アンケートを実施 

 

＜理念＞ 

保育に欠ける子どもを心身共に健やかに保育すること 

 

 

 

 

 

＜基本方針＞ 

様々な関わりを通して感性を磨き、可能性を伸ばすこと  

＜保育目標＞ 

強い子 元気な子 
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＜みゆさと保育園の特徴的な取り組み＞ 

●専門講師による特別保育（英語、スポーツ、書き方、バドミントン）を実施。 

●年齢に応じた歯磨きの導入 ※歯の仕上げ磨きを職員がおやつ後、給食後全園児に行っています。 

●栄養士による献立作成、栄養計算を基に購入しうる範囲の有機野菜と自然食品、無添加の使用、清潔に

園内で調理をしています。 

 

≪総合評価≫ 

 

【みゆさと保育園の概要】 

●みゆさと保育園は、社会福祉法人若里（以下、法人という）の運営です。法人本部は福井県にあり、認

定子ども園 1 園、保育園 2 園を運営しており、みゆさと保育園は平成 31 年 4 月に開設した 3 園目の施設

となります。みゆさと保育園は、JR 京浜東北線「鶴見駅」から徒歩 9 分、商店街で買物する人々や交通量

の多い場所に位置していますが、騒音の影響はほとんどありません。また、保育園の周囲には大小の公園

が多く点在し、天候の良い日には公園に出かけ、佃野商店街も散歩コースであり、地域の方や商店の方々

と交流を図っています。 

 

●みゆさと保育園は、設立 3 年目であり、4 階建ての真新しい園舎に砂地の園庭と屋上に園庭を有してい

ます。戸外活動に出かけない時は、砂地の園庭で走り廻り、屋上の園庭では遊びを変えて子どもたちが楽

しめるようにしています。戸外活動、室内遊びの充実を図り、子どもたちはのびのびと環境に親しみ、街

中の保育園ならではの良さを生かした保育を展開しています。また、災害時の避難等では、園と鶴見駅の

中間にある「豊岡小学校」が緊急避難場所であり、園から平坦地のため避難時は安全に移動ができること

も利点です。 

≪特に評価の高い点≫ 

 

１．【歯磨き・仕上げ磨きの取り組み】 

●みゆさと保育園では、歯磨きの導入（虫歯予防指導）及び歯の仕上げ磨きを、全園児対象に給食後・お

やつ後に 1 日 2 回、実施しています。令和 3 年 7 月の「保健だより」では、6 月に実施した歯科健診結果

が最初の記事に挙げられており、「虫歯の数」として 0 歳児から 5 歳児までのクラス平均数を一覧にして示

しています。園のコメントでは、「ご家庭で『仕上げ磨き』の習慣をつけましょう」と記載し、歯の大切さ

の理解と共に啓蒙を図り、正しい歯磨きの習慣を家庭と共に継続して取り組んでいます。 

 

２．【『食』を大切にした取り組み】 

●みゆさと保育園の給食では、栄養士による栄養計算を基に献立を独自に作成し、有機野菜・自然食品・

無添加を積極的に取り入れ、安心・安全な食事の提供に努めています。そして、園内で調理を行い、適時

適温の食事を提供しています。園では、幼少期の「食育」を大切にし、食に対する環境を子どもの心身の

健康につなげ、成長にとって大切な「食材」・「食事」にこだわり、保護者に対しても大きな安心を提供し

ています。 
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３．【特別保育事業への取り組み】 

●みゆさと保育園は、特別保育事業として乳児保育、産休あけ保育、障害児保育、延長保育、一時保育を

実施しています。一時保育については、地域の保育需要を把握し、現在では新型コロナウイルス禍（以下、

コロナ禍という）の情勢下、祖父母や知人に預けにくくなっている状況もあり、保護者の利便の向上を図

り、弾力的に対応しています。また、外部の専門講師を招き、英語教室、スポーツ教室、書き方、バトミ

ントン等の特別保育もプログラムに取り入れて実施しています。地域の子育て支援では、園庭開放、育児

相談を行う等、地域における子育て家庭への支援にも取り組んでいます。みゆさと保育園は、地域に開か

れた保育所として、地域の特性に応じた事業・活動の推進を図っています。 

 

≪改善を求められる点≫ 

 

１．【危機管理について】 

●コロナ禍の問題で、社会的に各事業の運営の難しさが、日々表面化されている昨今。現状、保育園も然

りであり、それらも含め、今回の利用者アンケートでは種々の提言、不安も見え隠れしています。意見欄

では、「良いところだと思われる点」が多く記載があり、園長をはじめ、保育士一人ひとりの努力が認めら

れていることが良く分かります。一方、「改善してほしい点」から、利用しやすい緊急連絡網や、入口の暗

証番号等の意見において、危機管理の一環として、適宜、検討・見直しを図っていかれることを期待いた

します。 

 

２．【行事への取り組みについて】 

●行事については、今年度もコロナ禍により、他園でも多くの行事が中止もしくは縮小での実施を余儀な

くされています。その中で、園舎以外で実施する行事に必要な会場を探す場合、園の立地環境において、

限定された中での会場規模・予約等の難しさは理解いたします。現在の不確約の情勢下で行事再開は工夫

をしながら全職員で考えられていることと思います。行事の再開見通しがついた際は、毎年、同じ会場で

の実施が望ましいと考えます。定着、安定、安心を子ども、保護者に提供でき、職員も会場の規模等から

催しの計画の練りやすさが考えられます。子どもたちの成長を共に喜び合える時期の再開と共に、固定し

た会場を確保する取り組みに期待いたします。 
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福祉サービス第三者評価結果 

＜標準となる評価基準＞ 

 

第三者評価受審施設 みゆさと保育園 

評価年度 令和 3 年度 

評価機関 株式会社 R-CORPORATION 

 

＜共通評価項目（45 項目）＞ 

Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

【１】～【９】 

Ⅱ 組織の運営管理 

【10】～【27】 

Ⅲ 適切な福祉サービスの実

施 

【28】～【45】 

「理念・基本方針」「経営状況の把握」

「事業計画の策定」「福祉サービスの

質の向上への組織的・計画的な取組」 

「管理者の責任とリーダーシッ

プ」「福祉人材の確保」「育成・

運営の透明性の確保」「地域との

交流、地域貢献」 

「利用者本位の福祉サービス」

「福祉サービスの質の確保」 

<内容評価項目（20 項目）＞ 

 

※「標準となる評価基準」で示す判断基準「A・B・C」はランクやレベル付けではありま

せん。判断基準はより望ましい水準に向けた「到達状況」を示すものであり、評価「B」が

標準的とし、特に良い内容、秀でた内容は「A」で示しています。「C」については「伸びし

ろ」とし、更なる努力を期待するものとします。 

 

共通評価Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

 

１ 理念・基本方針 

（１）理念、基本方針が確立・周知されている 

【1】 Ⅰ-1-（1）-①  理念、基本方針が明文化され周知されている 

評価結果 Ａ 

評価の理由 

●みゆさと保育園の理念は「保育に欠ける子どもを心身ともに健やかに保育すること」と謳い、基本方針

に「様々な関わりを通して感性を磨き、可能性を伸ばすこと」を掲げ、保育目標として「強い子 元気な

子」と定め、明文化しています。理念、基本方針、保育目標は、みゆさと保育園のパンフレット、ホーム

A-１ 保育内容 ①～⑯ A-２ 子育て支援 ⑰～⑲ A-３ 保育の質の向上 ⑳ 

「全体的な計画の作成」「環境を通し

て保育、養護と教育の一体的展開」

「健康管理」「食事」 

「家庭との緊密な連携」「保護者

等の支援」 

「保育実践の振り返り（保育士

等の自己評価）」 
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ページ、重要事項説明書等に記載しています。職員には、法人のマニュアルより園内研修で説明を行い、

毎年4月の職員会議で理念等の理解度を確認しています。保護者に対しては、入園説明会で入園案内兼重要

事項説明書により説明を行い、入園後は年度始めに「全体的な計画」を保護者に配付し、園の玄関にも掲

示しています。さらに、理念・基本方針・保育目標は、毎月の園だよりや不定期な発行物にも掲載し、理

解を深めてもらえるよう計画しています。 

 

２ 経営状況の把握 

（１）経営環境の変化等に適切に対応している 

【2】 Ⅰ-2-（1）-①  事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・分析されている 

評価結果 A 

評価の理由 

●毎月初めに、保育のコスト分析、利用者の推移、利用率、助成金請求書事務を行い、法人系列園（神奈

川県）の施設長と分析を行い、運営に生かすようにしています。また、日本保育協会、横浜市私立保育園

こども園園長会、鶴見区園長会等で情報を入手し、待機児童数、利用申請情報等の把握を行い、利用者の

保育に対するニーズを的確に把握するようにしています。 

 

【3】 Ⅰ-2-（1）-②  経営課題を明確にし、具体的な取り組みを進めている 

評価結果 A 

評価の理由 

●経営状況や改善すべき課題については、法人本部で行う年 3 回の理事会で共有しています。職員には、

園長が理事会の内容を受け、経営状況や改善すべき課題について、主任会議や職員会議等で周知するよう

にしています。なお、課題の解決・改善に向けて、分析・仕分け、期間を定めながら必要な取り組みを優

先順位をつけながら具体的に進めています。 

 

3 事業計画の策定 

（１）中・長期的なビジョンと計画が明確にされている 

【4】 Ⅰ-3-（1）-①  中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されている 

評価結果 Ａ 

評価の理由 

●中・長期計画は、法人本部で策定され、第一期は「令和元年度～令和 3 年度」として作成し、実施して

います。また、第一期末には、第一期分の見直しを行い、第二期分の「令和４年度～令和６年度」を策定

することが予定されています。中・長期計画は、数値目標や具体的な成果等を設定し、実施状況の評価が

行える内容となっています。 
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【5】 Ⅰ-3-（1）-②  中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されている 

評価結果 Ａ 

評価の理由 

●単年度の事業計画は、中・長期計画を基に作成しており、「年間行事準備時期目安表」と共に職員に配付

し、周知しています。単年度の事業計画としては、単に「行動計画」ではなく、数値目標や具体的な成果

を設定することにより、実施状況の評価を行える内容としています。なお、単年度の評価を踏まえ、3 か

年の見直しに反映するようにしています。 

 

（2）事業計画が適切に策定されている 

【6】 Ⅰ-3-（2）-①  事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組織的に行われ、 

職員が理解している 

評価結果 Ａ 

評価の理由 

●園の年間行事に関しては担当職員を定め、前年度の反省点等を踏まえ「年間行事準備時期目安表」を基

に進めています。進行状況等は常に、職員会議や主任会議、職員の共通ノートを活用して情報の共有化を

図っています。それぞれの実施内容については、必ず振り返りを行い、意見をまとめて職員間で共有する

ようにしています。 

 

【7】 Ⅰ-3-（2）-②  事業計画は、保護者等に周知され、理解を促している 

評価結果 Ａ 

評価の理由 

●新入園児の保護者等には、入園前に実施する説明会で配付資料（入園案内兼重要事項説明書等）を基に

説明を行い、不明点はＱ＆Ａ形式で保護者に対応しています。在園児の保護者等には、各年度初めに「年

間行事予定表」を配付し、毎月の「園だより」でスケジュール等（行事、変更事項等）を記載し、詳細に

周知しています。なお、「園だより」は園外の掲示板にも掲示し、地域の方も見られるようにしています。 

 

4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

（１）質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている 

【8】 Ⅰ-4-（1）-①  保育の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、機能している 

評価結果 Ａ 

評価の理由 

●保育の質の向上に向け、指導計画では年間、月案、週案の自己評価を実施しています。職員は毎週、週

案に沿い、PDCA に基づいて達成度や改善点について自己評価を行い、月案や年間計画に反映させていま

す。なお、園として、職員との面談を踏まえて年１回、人事考課も行っています。施設長は、職員の自己

評価を受け、園全体の課題を抽出し、課題の改善を図っています。これらの内容は、保育園の自己評価と

して園の玄関に掲示し、職員・保護者等に周知しています。 
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【9】 Ⅰ-4-（1）-②  評価結果にもとづき保育所として取組むべき課題を明確にし、計画 

的な改善策を実施している。 

評価結果 A 

評価の理由 

●評価結果に基づき、園として取り組むべき課題を明確にしています。改善策を実施するために、自己評

価や指導計画の評価を各自または各クラスで実施し、振り返りの結果を翌月の保育につなげられるように

しています。また、各会議等で職員からの意見を抽出し、今後の保育について話し合い、見直しを図って

います。課題や改善すべき点については、会議で検討した改善策を採用し、会議録に記録し、改善を計画

的に実施しています。改善計画は、必要に応じて見直しを行うこともあります。 

 

共通評価Ⅱ 組織の運営管理 

 

１ 管理者の責任とリーダーシップ 

（１）管理者の責任が明確にされている 

【10】 Ⅱ-1-（1）-①  施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理解を図っている 

評価結果 A 

評価の理由 

●管理者として、施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し、理解を促しています。「全体的な計

画」の中で基本原則、役割目標を表明し、園の「マニュアル」には職務分担表があり、施設長を含む各職

位の役割と責任が明記されています。「全体的な計画」は入園説明会や、年度初めに保護者へ配付し、園の

玄関入口にも掲示しています。有事における施設長不在の権限委任は、職務分担表に明記し、周知してい

ます。 

 

【11】 Ⅱ-1-（1）-②  遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

●施設長は、遵守すべき法令等を正しく理解するために、園業務に関して業者とのやり取りは、必ず法人

本部に許可を得、進捗状況・事後報告を行っています。職員に対しては、マニュアルの「望ましい保育士

としての資質や態度」の中に明記し、周知しています。施設長は、「施設長向け組織マネージメント等講習

会」（令和 2 年 3 月 31 日）、「ファシリテーション研修」（令和元年 10 月 29 日）等に参加して知識・技術

を習得し、防火管理者の資格も取得しています。なお、遵守すべき法令等は、入社時の研修で説明を行っ

ており、マニュアルにも「法令・社内ルールの遵守」として明示されています。 
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（2）管理者のリーダーシップが発揮されている 

【12】 Ⅱ-1-（2）-①  保育の質の向上に意欲をもち、その取組に指導力を発揮している 

評価結果 A 

評価の理由 

●施設長は、職員全体会議に参加し、各会議については主任、副主任が参加し、各会議の内容は施設長に

報告を行う体制にて、園全体を把握しています。施設長は、各会議での職員の意見を傾聴し、より良い保

育が行えるよう努めています。また、年間研修計画を策定し、内部・外部研修の充実を図るよう努め、横

浜市主催のキャリアアップ研修等には積極的に申し込んでいます。しかし、コロナ禍で受講人数に制限が

設けられ、応募しても受講できないことも多々ある現状です。 

 

【13】 Ⅰ-1-（2）-①  経営の改善や業務の実効性を高める取組に指導力を発揮している 

評価結果 A 

評価の理由 

●現在の園に関する人事、労務、財務等の状況や職員の人材不足、人材補充や会計面等は、法人本部の理

事長や会計担当と相談しながら方向性を決め、施設長として運営の改善や業務の実行性を高めるよう尽力

しています。また、有給取得率 100％を目指し、施設長がシフト表を作成し、職員の勤務調整を行いなが

ら平等に取得できるよう配慮しています。 

 

2 福祉人材の確保・育成 

（１）福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている 

【14】 Ⅱ-2-（1）-①  必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画が確立し、取 

組が実施されている 

評価結果 A 

評価の理由 

●法人が望む人材は、法人が定める「人材育成計画」に示しています。園として、法人が定める「人材育

成計画」に基づいて職員の確保に努めています。人材確保については、人材紹介会社の活用やホームペー

ジで職員の募集を行い、保育士養成学校に求人票を送付する等、具体的に取り組んでいます。現在、園を

運営する上で、必要とする職員は確保していますが、今後のことを考慮し、職員数の増員は必要と考えて

います。また、地域からの園児の増員要請や、職員の内部・外部の研修の充実を図ることを考えると、今

後さらに人材確保は園として急務と考え、継続して人材確保、定着に取り組んで行く所存でいます。 
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【15】 Ⅱ-２-（１）-②  総合的な人事管理が行われている 

評価結果 A 

評価の理由 

●「期待する職員像等」は、マニュアルの「職務分担表」、「望ましい保育士としての資質や態度」に記載

されています。具体的には、職員の経験年数や役職に応じた研修への参加を促し、職員一人ひとりのスキ

ルアップ向上に取り組んでいます。なお、人事考課を年 1 回行い、施設長、主任、副主任が評価・採点を

実施し、それを基に施設長による職員面談を行っています。職員の意向や意見に対しては、意見等を基に

改善策を検討し、また、職員の処遇改善や自らの将来の姿を描くことができるよう支援しています。 

 

（2）職員の就業状況に配慮がなされている 

【16】 Ⅱ-2-（2）-①  職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場作りに取組んでいる 

評価結果 A 

評価の理由 

●職員一人ひとりの状況に応じて、就業時間帯の調整を図り、有給取得率 100％を目指してシフト調整を

行っています。産前産後休暇、育児休暇(1 年間)を取得しやすい職場環境整備に努め、職員が働きやすいよ

うに取り組んでいます。福利厚生では、健康診断は年 1 回実施し、インフルエンザ予防接種費用について

は園で負担しています。また、新たに賃貸物件を契約する場合等、必要経費を負担しています。さらに、

職員の希望する総合的な福利厚生を実現できるよう努めています。 

 

（3）職員の質の向上に向けた体制が確立されている 

【17】 Ⅱ-2-（3）-①  職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

●組織(園)として「期待する職員像」は、マニュアルに明記してあり、それを基に人材育成計画を作成し

ています。職員をグループ分けし、テーマ（目標）に沿った意見交換を行い、情報の共有（園内研修）を

行っています。職員は自己評価を毎週実施し、年度末に施設長等と面談を行い、年 1 回の人事評価を行っ

ています。今年度から中間面談を行い、職員一人ひとりの設定した目標について進捗の確認を行い、助言・

指導を実施して行きます。職員との面談時に人事や本人の意向等も話し合い、把握し、意向の反映に努め

ます。 
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【18】 Ⅱ-2-（3）-②  職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定され、教育・研修 

が実施されている 

評価結果 A 

評価の理由 

●園では、職員の教育・研修を「人材育成計画」に基づいて実施しています。計画は、職員の意思・意向

に沿うように作成しており、教育・研修により、職員一人ひとりの能力のパワーアップを期待しています。

なお、策定した計画は、定期的に評価・見直しを行うようにしています。全ての研修内容について、研修

やカリキュラムの評価・見直しを行い、次に反映させています。 

 

【19】 Ⅱ-2-（3）-②  職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されている 

評価結果 A 

評価の理由 

●職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されており、職員の職務や必要とする知識・技術水準に応じ

たキャリアアップ研修となるよう計画し、全職員が参加しています。新任職員をはじめ、職員の経験に配

慮して個別的な OJT 研修を実施しています。外部研修後は、職員会議等で受講した職員が報告し、職員間

で知識・技術の共有化を図っています。 

 

（4）実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている 

【20】 Ⅱ-2-（4）-①  実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成について体制を整備し、 

積極的な取組をしている 

評価結果 A 

評価の理由 

●実習生受け入れに関しては、「実習生受け入れに関するマニュアル」を整備し、マニュアルに沿ってオリ

エンテーションを行い、保育での留意事項等を伝えます。実習では、実習中・実習後の反省会を設け、実

習生と話す場や質疑応答を行い、専門職の育成に向けて細かく指導を行える体制を整備しています。また、

実習指導者研修にも参加する予定にしています。今年度は、実習生を 11/15~26 に受け入れ予定であり、

マニュアルに基づいて準備を行う予定です。 

 

3 運営の透明性の確保 

（１）運営の透明性を確保するための取組が行われている 

【21】 Ⅱ-3-（1）-①  運営の透明性を確保するための情報公開が行われている 

評価結果 A 

評価の理由 

●みゆさと保育園の理念や基本方針、保育の内容は園のホームぺージで公開し、さらに事業計画、事業報

告、予算、決算情報等について法人のホームページに公開しています。毎月「園だより」を園舎の外の掲

示板に掲示し、園情報を提供しています。また、第三者委員には郵送しており、保育事業の理解を促す等、

運営の透明性に努めています。 
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【22】 Ⅱ-3-（1）-②  公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組が行われている 

評価結果 A 

評価の理由 

●保育所(園)における事務、経理、取引等に関するルールは「経理規程」に示しています。職務分掌と権

限・責任はマニュアルに明確化し、公正かつ透明性の高い適切な経営・運営に取り組んでいます。経理、

取引等に関することは、福祉会計サービスセンターに業務委託し、毎月、内部監査、監査支援等で適切な

助言を得、改善点があれば運営に反映させています。 

 

４ 地域との交流、地域貢献 

（１） 地域との関係が適切に確保されている 

【23】 Ⅱ-4-（1）-①  子どもと地域との交流を広げるための取組を行っている 

評価結果 B 

評価の理由 

●地域との関わりについては、「全体的な計画」に記載し、園の玄関外の掲示板にも掲示して公開していま

す。毎年、育児相談や園庭の開放、プール開放、法人系列園との交流がありますが、昨年と今年はコロナ

禍で実施が難しい状況でした。また、平時には、鶴見区中央地域支援イベントや豊岡地区の地域イベント

にも参加していますが、これらもコロナ禍で実施が難しい状況と伺っています。コロナ禍収束後は再開を

期待いたします。 

 

【24】 Ⅱ-4-（1）-②  ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確にし体制を確立し 

ている 

評価結果 B 

評価の理由 

●「ボランティア受け入れに関するマニュアル」を備え、ボランティアに対する基本姿勢を明文化してい

ます。受け入れに際しては、事前にオリエンテーションを行い、次世代育成の貢献を心がけています。近

隣の豊岡小学校と浦島丘中学校の体験学習を受け入れていましたが、昨年と今年はコロナ禍で中止になり

ました。コロナ禍収束後は受け入れを期待いたします。 

 

（2）関係機関との連携が確保されている 

【25】 Ⅱ-4-（2）-①  保育所として必要な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適 

切に行われている 

評価結果 A 

評価の理由 

●園では関係機関リストを作成し、事務所に掲示して緊急時対応に備え、職員にも周知しています。保育

運営上、鶴見区こども家庭支援課や横浜市東部地域療育センターへの相談は随時行い、連携を図っていま

す。横浜市中央児童相談所とも連携を図っています。保育イベント関係では、鶴見区中央地域支援イベン

トや豊岡地区の地域イベントに協働し、鶴見区役所の保健師とも連携しています。 
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（3）地域の福祉向上のための取組を行っている 

【26】 Ⅱ-4-（3）-①  地域の福祉ニーズ等を把握するための取組が行われている 

評価結果 B 

評価の理由 

●地域の福祉ニーズの把握に関しては、法人系列園との連携を強化し、積極的に交流を図り、地域のニー

ズを得る機会としています。現在は、鶴見区施設長会、幼保小交流会、鶴見区中央地域支援イベントや豊

岡地区の地域イベントに参加し、地域の福祉ニーズの把握に努めています。なお、園を開所した年は、民

生委員の方を園の運動会に招待し、その際に地域の状況等を話し合う機会を設けました。今後、子育て支

援事業での園庭開放や、育児相談、一時預かり、園見学等で地域の子育て家庭にアンケートを行う等、ニ

ーズを把握する工夫、取り組みに期待いたします。 

 

【27】 Ⅱ-4-（3）-②  地域の福祉ニーズ等にもとづく公益的な事業・活動が行われている 

評価結果 Ｂ 

評価の理由 

●地域の福祉ニーズ等に基づく公益的な事業・活動、地域の福祉ニーズに沿う事業として、近隣の就学前

親子に対する園庭開放、夏季の園庭プール開放、地域保育イベントへの協力等を行っています。しかし、

昨年と今年はコロナ禍で中止になりました。今後は、中止にならない活動を検討しており、期待されます。 

 

共通評価Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

 

１ 利用者本位の福祉サービス 

（１）利用者を尊重する姿勢が明示されている 

【28】 Ⅲ-1-（1）-①子どもを尊重した保育について共通の理解を持つための取組を行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

●子どもを尊重した保育の実施は、マニュアルの「保育の理念・基本方針」で明示しています。外国籍の

家庭への対応は、携帯の翻訳機能を使用したり、配付物にルビを振る等、個別で対応しています。また、

子どもの人権、性別、人種、出自、宗教、生活習慣等の違いを尊重した保育に努めています。 
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【29】 Ⅲ-1-（1）-②  子どものプライバシー保護に配慮した保育が行われている 

評価結果 Ａ 

評価の理由 

●子どものプライバシー保護に配慮した保育を進めるため、個人情報保護法及び関係法令を遵守していま

す。マニュアルには「個人情報保護法について」、「プライバシーの尊重と保護」が記載してあり、職員に

は常に、内部及び外部研修に参加するよう勧め、個人情報保護に対する周知と理解を促しています。また、

入職時に子どものプライバシー保護、虐待防止に関する知識、社会福祉事業に携わる者としての姿勢・責

務を周知し、職員は理解して保育に当たっています。保育に従事する職員として「守秘義務」があり、さ

らに、「人に言わない・貼らない・持ち出さない」を原則とし、周知徹底を図っています。保護者には、入

園時に「個人情報の取り扱い同意書」を得るようにしています。 

 

（2）福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている 

【30】 Ⅲ-1-（2）-① 利用希望者に対して保育所選択に必要な情報を積極的に提供している 

評価結果 Ａ 

評価の理由 

●園の利用希望者に対して、保育所選択に必要な情報をホームページ上に掲載しています。地域の育児支

援イベントの際には、園のパンフレットを持参し、配布しています。園の見学は随時行っており、パンフ

レット等を通して、質問事項に答えると共に、疑問にならないよう十分丁寧に説明を行っています。情報

提供の内容は、最新情報を提供するよう、随時、見直しを行っています。 

 

【31】 Ⅲ-1-（2）-②  保育の開始・変更にあたり保護者等にわかりやすく説明している 

評価結果 Ｂ 

評価の理由 

●保育開始の際は、入園説明会で入園案内兼重要事項説明書に沿って説明を行い、保護者に同意書を得て

います。保育内容の変更時の説明は、「園だより」や園の玄関に掲示し、必要に応じて同意書を得ています。

現在、配慮が必要な保護者の方はいませんが、この場合の説明等のルール化を検討しています。 

 

【32】 Ⅲ-1-（2）-③  保育所等の変更にあたり保育の継続性に配慮した対応を行っている 

評価結果 Ｂ 

評価の理由 

●個人記録は常に整理・管理を行い、いつでも引き継ぎができる体制を整えています。なお、これらの引

き継ぎ文書は、検討・作成中です。また、転園、卒園後については、「転園、卒園後の育児相談のお勧め」

を保護者に掲示し、相談に応じることを記載しています。 
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（3）利用者満足の向上に努めている 

【33】 Ⅲ-1-（3）-①  利用者満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組を行っている 

評価結果 B 

評価の理由 

●利用者満足の向上のため、懇談会（年 1 回）、個人面談(年 1 回、年長は年 2 回)を定期的に実施し、相互

のコミュニケーションを大事にしています。入園時配付の入園案内兼重要事項説明書にも記載しています

が、玄関に意見箱を設置し、いつでも相談・苦情を受け付けています。さらに、保護者にアンケートを実

施し、意見や要望等を述べられるよう工夫しています。今後、アンケートの意見を抽出して検討を図り、

運営の参考にしていきます。 

 

（4）利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている 

【34】 Ⅲ-1-（4）-①  苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能している 

評価結果 A 

評価の理由 

●苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦情受付担当者の設置、第三者委員の設置）は、入園案内兼

重要事項説明書や 4 月の「園だより」に記載し、保護者に周知しています。現在、苦情、要望等は挙がっ

てきていませんが、苦情等はいつでも受け付ける体制を整えています。要望等が出た場合は「苦情対応規

程」により、保護者に必ずフィードバックし、適正に対応していきます。 

 

【35】 Ⅲ-1-（4）-②  保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、保護者等に周知し 

ている 

評価結果 A 

評価の理由 

●保護者が、職員に相談したり意見を述べたりする際に、複数の方法や相手を自由に選べることを入園案

内兼重要事項説明書に記載してあり、園の玄関にも掲示しています。日頃から送迎時には積極的にコミュ

ニケーションを図るよう努め、相談や意見が述べやすい雰囲気作りに努めています。相談等は、園の事務

室を活用しますが、保護者の希望や相談内容に応じて場所の配慮をしています。 

 

【36】 Ⅲ-1-（4）-③  保護者からの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に対応している 

評価結果 A 

評価の理由 

●意見箱を設置し、保護者がいつでも意見を述べられるようにしています。日々の相談は連絡帳や懇談会、

個人面談、送迎時に保護者・職員の相互が声掛けを行い、話をするようにしています。受けた意見等は検

討を図り、保育の質の向上につなげていきます。対応マニュアル等は、変更が無い場合でも、定期的に見

直しを行っています。 
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（5）安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている 

【37】 Ⅲ-1-（5）-① 安心・安全な福祉サービスの提供を目的とするリスクマネジメント体 

制が構築されている 

評価結果 A 

評価の理由 

●「事故防止・事故対応」や「非常災害時、事故発生時の対応」をマニュアルに記載し、事故発生時の対

応と安全確保について、責任や手順等を明確にし、職員に周知しています。ケガ日報や事故記録簿を作成

し、リスク原因を確認し、事前に対応するよう取り組んでいます。なお、「ヒヤリ・ハット」については、

職員は施設長に即時報告をする体制とし、職員間で共有するようにしています。また、ノート（管理日誌）

に記入し、職員間で未然防止を心がけています。 

 

【38】 Ⅲ-1-（5）-②  感染症の予防や発生時における子どもの安全確保のための体制を整 

備し、取組を行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

●感染症の予防や発生時については、園のマニュアルに「感染症に関わる衛生管理について」、「感染症の

予防について」、「感染症が疑われる場合」、「感染症の対応について」を記載し、職員に周知徹底を図って

います。感染症に関する研修は、職員会議内で年 1 回実施しています。保護者への情報提供については、

園の玄関のホワイトボードに発生した感染症を通知し、注意喚起をしています。なお、新型コロナウイル

ス感染症については、園としても情報管理を徹底するため、保護者には新型コロナウイルス感染症用のメ

ールアドレスを作成してもらい、発信する取り組みを行っています。 

 

【39】 Ⅲ-1-（5）-③ 災害時における子どもの安全確保のための取組を組織的に行って 

いる。 

評価結果 A 

評価の理由 

●災害時における子どもの安全確保のために、「非常災害時、事故発生時の対応マニュアル」を整備し、事

故発生時の対応と安全確保について、責任や手順等を明確にし、職員に周知しています。保護者には、緊

急時用ツイッターに登録を依頼し、有事の際には緊急連絡を行うようにしています。併せて、子ども・保

護者及び職員の安否確認を行うことを、職員に周知しています。また、食料や備品類等の備蓄リストを作

成し、栄養士が整備及び管理しています。防災計画については、消防計画を作成し、鶴見消防署に提出し

ています。年 2 回の通報訓練も実施しています。 
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２ 福祉サービスの質の確保 

（１）提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している 

【40】 Ⅲ-２-（1）-①  保育について標準的な実施方法が文書化され保育が提供されている 

評価結果 A 

評価の理由 

●園のマニュアルに、「保育について」を記載し、「散歩について」、「午睡について」、「授乳について」、「お

むつ交換について」等、園としての実施方法を適切に文書化し、職員に周知しています。「プライバシーの

尊重と保護」もマニュアルに記述しています。職員は、マニュアルを熟読し、日常の保育と照らし合わせ

ながら理解を深めています。新人職員にはOJT研修を行い、園の標準的な実施方法の理解を促しています。

職員は、子どもの発達における個性や個人差に十分に留意し、保育に当たっています。 

 

【41】 Ⅲ-２-（1）-②  標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立している 

評価結果 A 

評価の理由 

●保育園の自己評価、全体的な計画や感染症対応等については、毎年 1 回、内容・評価の見直しを実施し、

各種指導については随時、見直しを図っています。重要な意思決定がある場合は、保護者に対して十分な

説明と意見交換を行った上で最終的に決定しています。なお、重要な意思決定の場合、異なる部門の検討

チームを編成し、園全体で取り組むことにしています。 

 

（2）適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている 

【42】 Ⅲ-２-（2）-①  アセスメントにもとづく指導計画を適切に作成している 

評価結果 A 

評価の理由 

●指導計画の作成に当たり、乳児主任、幼児主任が責任者となり、「全体的な計画」に基づいて指導計画を

作成しています。個別の指導計画は、各クラス担任が作成し、職員間で保育の内容を共有しています。支

援困難ケースへの対応は、横浜市東部療育センターの助言や保護者と連携し、その子どもにとって適切な

対応を行えるよう配慮しています。 

 

【43】 Ⅲ-２-（2）-②  定期的に指導計画の評価・見直しを行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

●園では、年間指導計画、月案、週案、それぞれ自己評価として次年度、次月・次週につなげられるよう

見直し及び振り返りを実施しています。見直しによって変更した指導計画の内容は、関係職員に周知する

手順としてマニュアルに定め、実施しています。なお、指導計画を緊急に変更する場合についても、その

仕組みを定め、実践しています。 
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（3）福祉サービス実施の記録が適切に行われている 

【44】 Ⅲ-２-（3）-①  子どもに関する保育の実施状況の記録が適切に行われ、職員間で

共有化されている 

評価結果 A 

評価の理由 

●子どもの発達状況や生活状況の記録は、「児童健康台帳」、「経過記録」、「個別支援計画」等に記録してい

ます。情報共有は、定期的に開催している会議の議事録として「主任会議録」、「管理日誌」等で、職員に

伝達し、共有化を図っています。また、園内で情報化を推進しており、職員はパソコン等により、必要な

情報ファイルにアクセスし、適宜、適切な情報を得ています。 

 

 

 

【45】 Ⅲ-２-（3）-②  子どもに関する記録の管理体制が確立している 

評価結果 A 

評価の理由 

●子どもに関する記録は、園のマニュアルに定める「個人情報保護について」、「プライバシーの尊重と保

護」に基づき、管理を行っています。また、運営規定で「秘密の保持」、「記録の整備」を定めています。

園における個人情報保護管理者は、施設長が職務を担い、個人情報受付担当者である主任保育士と共に、

適切に管理・運営を行っています。なお、年度初めに、各家庭へ「個人情報取り扱い同意書のお願い」を

配付し、個人情報取り扱いについて承諾を得ています。 
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内容評価 A－１ 保育内容 

 

A－1－（１） 全体的な計画の作成 

【A1】 A-1-（1）-①   

保育所の理念、保育の方針や目標に基づき、子どもの心身の発達や家庭及び地域の実

態に応じて全体的な計画を作成している 

評価結果 A 

評価の理由 

●「全体的な計画」は、児童憲章、児童の権利に関する条約、児童福祉法、保育所保育指針等の趣旨を捉

え、園の理念、保育の方針や目標に基づいて作成しています。「全体的な計画」は、子どもと家庭の状況等

や地域の実態等を考慮し、保育に関わる職員が関与して作成しています。なお、年度末に全職員が関わり、

年１回評価を行い、次年度の計画の修正・変更に生かしています。 

 

A－1－（２） 環境を通して行う保育、養護と教育の一体的展開 

【A2】 A-1-（2）-①   

生活に相応しい場として、子どもが心地よく過ごすことのできる環境を整備している 

評価結果 A 

評価の理由 

●子どもの生活に相応しい場を提供するため、室内の温度、湿度、換気、採光、音等の環境は、常に適切

な状態に保持しています（外気温、室温、湿度を園日誌に記録）。窓を常時開けて自然換気も行っています。

各保育室に空気清浄器を 2 台設置し、室内の環境保持には十分に配慮し、換気が足りない場合は空気清浄

器が赤色表示となり、目安としています。また、保育室・遊具の消毒はアルコールで行い、寝具は月 1 回

天日干し、年 2 回の布団乾燥を実施して清潔に保っています。手洗い場やトイレは明るく清潔であり、幼

児トイレには扉を設置し、個室にしています。各保育室とも綺麗に掃除がされており、清潔を確保してい

ます。 

 

【A3】 A-1-（2）-②   

一人ひとりの子どもを受容し、子どもの状態に応じた保育を行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

●子ども一人ひとりの個人差に十分注意を払い、発達の状況に合わせた対応を心がけています。０歳～１

歳児の給食開始前には喫食確認表で食べられる食材を確認し、離乳食等を提供しています。年 1 回、横浜

市の人権擁護のためのチェックリストを使用し、職員のセルフチェクを実施しています。職員会議では、

子どもたちの気持ちに寄り添い、肯定的な言葉がけが行われているかを確認し、意識を心がけています。 
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【A4】 A-1-（2）-③   

子どもが基本的な生活習慣を身に付けることができる環境の整備、援助を行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

●一人ひとりの子どもの成長に合わせた支援を行うよう、月案の個別計画を作成しています。幼児には手

洗い・うがいの大切さを伝え、子ども自ら進んで行えるよう働きかけをしています。月 1 回実施する食育

タイムに組み込み、推進しています。歯磨きについては、歯を磨く順序があることを説明し、歯を大切に

することを知らせています。歯磨きは、5 歳児になった時に必ず自分でできるように支援しています。園

では、全園児対象に歯磨き、仕上げ磨きを職員が行っています。さらに、5 歳児は箸が持てるよう指導に

取り組んでいます。 

 

【A5】 A-1-（2）-④   

子どもが主体的に活動できる環境を整備し、子どもの生活と遊びを豊かにする保育を

展開している 

評価結果 A 

評価の理由 

●子どもの園庭遊びでは、０歳～１歳児が主に午前中使用し、2 歳～5 歳児は、午前と午後に乳児と重なら

ないようにして外遊びを行っています。屋上の園庭は、０歳～5 歳児がいつも適宜利用しています。散歩

では、近くの鶴見川に面した「佃野公園」や鶴見区内でも珍しいアーケードモールの「佃野商店街」に出

かけ、身近な四季折々の自然に触れ合い、商店街の活気を感じたりしています。他の保育園の子どもたち

等に出会った時には、しっかりと挨拶ができるよう保育士が見本となり挨拶をしています。また、法人系

列園との交流・協働についても活用して遊びに幅を広げています。玩具は友だちと協同して遊ぶこと(活動)

ができるよう、自由に取り出せるよう配慮しています。 

 

【A6】 A-1-（2）-⑤   

乳児保育（０歳児）において、養護と教育が一体的に展開されるよう適切な環境を整

備し、保育の内容や方法に配慮している 

評価結果 A 

評価の理由 

●園では、0 歳児は 6 名の定員で、現在は、6 名が在籍しています。子どもの愛着関係を確立するため、基

本的に担当保育士は、常に保育室にいるよう考慮し、子どもが安心して保育園で過ごせるよう配慮してい

ます。また、０歳児が長時間、園で過ごすことを踏まえ、安定した生活と遊び、環境等に配慮し、家庭と

の連携を密にして保育に当たっています。離乳食については、家庭と連携し、子どもの成長に合わせて提

供しており、栄養士、保育士が家庭と十分に話し合って進めています。睡眠については、子どもに合わせ

て午前睡眠、午後睡眠、夕方と必要に応じて柔軟に対応しています。 
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【A7】 A-1-（2）-⑥   

3 歳未満児（1・2 歳児）の保育において、養護と教育が一体的に展開されるよう適切

な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮している 

評価結果 A 

評価の理由 

●３歳未満児（1 歳、2 歳児）の保育については、養護と教育の一体的な展開を開始する期間と位置付けら

れていますが、まだ養護の比重が大きい時期であることを考慮し、子ども一人ひとりの個性と家庭環境を

理解し、子どもの状況に合わせ、子どもが自分でしようとする気持ちを大切にして保育に当たっています。

1 歳~2 歳児は自我が芽生えてくる時期であり、遊びたい玩具で集中して遊べるよう職員が関わり、1 人遊

びから集団で遊ぶことにも慣れるよう援助しています。家庭(保護者)とは、登降園時の情報交換や乳幼児

連絡帳にて連携しています。 

 

【A8】 A-1-（2）-⑦   

3 歳以上児の保育において、養護と教育が一体的に展開されるよう適切な環境を整備

し、保育の内容や方法に配慮している 

評価結果 A 

評価の理由 

●３歳～５歳児の保育は、職員が適切に関わりながら養護と教育を意識し、一体的に展開した保育を進め

ています。3 歳児は、遊びを中心とした活動に取り組み、4 歳児は友達と共に活動に取り組み、5 歳児は子

どもの個性を生かし、友達と協力してやり遂げる活動に取り組むようにしています。保護者へは運動会、

作品展、発表会（一昨年はサルビアホール、昨年は園のホール、今年は豊岡小の体育館）等の行事を通し

て子どもの成長を伝え、喜びを共有しています。昨年と今年はコロナ禍で招待できていませんが、初年度

は、運動会を近隣の豊岡小学校で行ったため、校長先生や民生委員を招待し、運動会の様子を観覧してい

ただきました。 

 

【A9】 A-1-（2）-⑧   

障害のある子どもが安心して生活ができる環境を整備し、保育の内容や方法に配慮し

ている 

評価結果 A 

評価の理由 

●障害のある子どもが安心して生活ができる環境を提供するため、園舎には、エレベーターや多目的トイ

レを設置し、バリアフリーを整備しています。障害のある子どもの状況に配慮した個別の指導計画を作成

し、クラス等の指導計画と関連づけています。職員は、横浜市主催のキャリアパス研修に応募して研鑽を

図り、継続して申請する意向です。また、障害児対応研修の案内があれば、職員の参加を推奨しています。

入園案内兼重要事項説明書には障害児保育の実施を明記し、保護者へ周知しています。 
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【A10】 A-1-（2）-⑨   

それぞれの子どもの在園時間を考慮した環境を整備し、保育の内容や方法に配慮し

ている 

評価結果 A 

評価の理由 

●園では、延長保育を含め、長時間保育を利用している子どもについて配慮を行い、長時間保育の内容、

環境構成配慮事項、振り返り等を月間指導計画に記録し、振り返りを行っています。職員間の引き継ぎは

「帰りの引き継ぎ表」にて行い、伝達漏れのないよう十分留意しています。延長保育では家庭の希望に応

じて間食・夕食を提供し、職員と保護者との連携は、緊急時を含め十分に取れるよう配慮しています。 

 

【A11】 A-1-（2）-⑩   

小学校との連携、就学を見通した計画に基づく、保育の内容や方法、保護者との関

わりに配慮している 

評価結果 A 

評価の理由 

●園として今年度、初めて卒園児を送り出します。現在、小学校との就学前の連携等はありませんが、ア

プローチカリキュラムを作成し、可能な限り市立豊岡小学校と連絡を取り、就学へとつなげていきます。

保護者に対しては、「就学前目標」を作成し、家庭へ配付し、理解を促しています。卒園児に対しては、入

学する小学校へ保育所児童保育要録を作成し、小学校へ提出する予定でいます。 

 

A－1－（3） 健康管理 

【A12】 A-1-（3）-①   

子どもの健康管理を適切に行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

●子どもの健康管理については、園のマニュアルの「健康観察のポイント」に沿って日々管理を行ってい

ます。入園時に、子どもの健康状態を把握し、職員間で職員会議や主任会議録で情報の共有化を図ってい

ます。看護師が毎月、「保健だより」を作成し、保護者に配付しています。職員には、乳幼児突然死症候群

(SIDS)に関する知識を周知し、子どもへの必要な取り組みを実施し、保護者へも啓蒙しています。 
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【A13】 A-1-（3）-②   

健康診断・歯科健診の結果を保育に反映している 

評価結果 A 

評価の理由 

●事業計画において内科健診、歯科健診を各々年 2 回計画し、園内に掲示を行い、「園だより」にて実施日

程を事前に保護者に伝えています。内科健診の記録は「児童健康台帳」に記載し、歯科健診の記録は「歯

科健診診査表」に記録して保管し、保育に反映させています。健診等の結果は園内のホワイトボードにて

通知し、再検査が必要な子どもの保護者へは、かかりつけ医への受診を勧め、結果を聞いています。 

 

【A14】 A-1-（3）-③   

アレルギー疾患、慢性疾患等のある子どもについて、医師からの指示を受け適切な

対応を行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

●アレルギー疾患等のある子どもについては、医師の指示書に基づいて対応しています。アレルギー疾患

の子どもは、食事の提供の時、他児と離れた喫食場所の設定をして、別トレイ、食器、食札により区別を

行い、配膳の際は先に担任がアレルギー疾患の子どもに配膳し、その後他児の食事を配膳しています。献

立表については、食アレルギー児用の献立表を作成し、該当児の家庭に配付しています。なお、アレルギ

ー疾患の把握については、保護者の協力を得て見直しを年 1 回実施しています。 

 

A－1－（4） 食事 

【A15】 A-1-（4）-①   

食事を楽しむことができるよう工夫をしている 

評価結果 A 

評価の理由 

●食事を楽しめるように、幼児クラスにはひらがな表記の献立表を掲示し、食事に期待感を持てるよう工

夫しています。毎月「食育タイム」を設け、栄養士が食の大切さを伝えています。食育に関する取り組み

は、家庭と連携し、毎月「給食だより」を配付しています。月 1 回はお弁当給食を行い、子どもが食への

関心を深め、食べられる食材が多くなるよう支援しています。使用する器は使い捨てが可能なもので対応

しています。 
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【A16】 A-1-（4）-②   

子どもがおいしく安心して食べることのできる食事を提供している 

評価結果 A 

評価の理由 

●子どもがおいしく安心して食べることのできる食事を提供するために、栄養士は、「検食者の意見」や「各

クラスの意見」を取り入れ、献立内容、調理方法、切り方、形状等の工夫に努めています。毎月の給食日

誌には「残食の量」を記入し、喫食の把握に努めています。献立は、季節感、旬の食材を取り入れ、有機

野菜、無添加、自然食品にこだわって提供しています。また、行事食を通して食文化についても学べるよ

う工夫しています。衛生管理は、「給食室の衛生管理マニュアル」を備え、衛生的な給食を提供するよう常

に注意を払っています。 

 

内容評価 A－２ 子育て支援 

 

A－2－（１） 家庭と緊密な連携 

【A17】 A-2-（1）-①   

子どもの生活を充実させるために、家庭との連携を行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

●家庭との緊密な連携については、０歳～2 歳児は毎日の「乳幼児連絡帳」で情報交換を行い、3 歳～5 歳

児は週 1 回、金曜日の「連絡帳」を活用し、家庭との情報交換等を行っています。保育の意図や内容は「園

だより」や園内の「ホワイトボード」等で伝え、送迎時に口頭で補足するようにしています。「乳幼児連絡

帳」は、日々の保育や行事の状況を伝え、子どもの成長を共有するようにしています。保護者とは、機会

があるごとにコミュニケーションを図っており、悩み事や疑問点等がある時には、いつでも相談に応じて

おり、良好な関係が築かれています。 

 

Ａ-２-（２） 保護者等の支援 

【A18】 A-2-（2）-①   

保護者が安心して子育てができるよう支援を行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

●保護者が安心して子育てができるように、保護者と日々のコミュニケーションを大事にしています。登

降園時の挨拶や声かけを大切にし、子どもと保護者の状況を見るようにしています。育児相談については、

外の掲示板にも案内をし、気軽に相談ができるように促しています。保護者の相談内容に応じては、担任

の他に主任、施設長が対応し、助言するケースもあります。 
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【A19】 A-2-（2）-②   

家庭での虐待等権利侵害の疑いのある子どもの早期発見・早期対応及び虐待の予防

に努めている 

評価結果 B 

評価の理由 

●園のマニュアルの「虐待について」に基づき、子どもの様子、保護者の様子に「気づき」を持って観察

するようにしています。家庭での虐待等権利侵害の疑いがある場合、早期発見・早期対応が必要であり、

職員に対しては「虐待防止」の研修を実施しています。虐待が疑われる場合は、ケガ、あざ等、子どもに

気づかれないよう写真を撮り、記録し、保護者への聞き取りの方法や、区の保健センター、児童相談所へ

の連絡等について職員間で討議し、対応に努めていきます。虐待が疑われる際の連絡先については、園の

マニュアルに記載されています。但し、現在、虐待が疑われるような兆候は発生していません。今後、マ

ニュアルを基に研修を実施し、職員の理解を深める取り組みに期待いたします。 

 

内容評価 A－３ 保育の質の向上 

 

A－3－（１） 保育実践の振り返り（保育士等の自己評価） 

【A20】 A-3-（1）-①   

保育士等が主体的に保育実践の振り返り（自己評価）を行い、保育実践の改善や専

門性の向上に努めている 

評価結果 A 

評価の理由 

●職員の自己評価については、週ごとに振り返りを行い、月ごとに自己評価を実施しています。保育実践

の振り返りとして、保育の改善や専門性の向上が図れるよう職員の意識向上につなげています。年 1 回、

職員は振り返りに伴う見直しを実施し、職員等の自己評価は、保育所全体の保育実践の自己評価につなげ、

改善に向けて取り組み、より良い園作りに努めています。 
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利用者アンケート調査結果 

施設名 みゆさと保育園 

アンケート送付数（対象者数） 53 人 

回収率  75％（ 40 人） 

【利用者調査項目】                  ※上段人数、下段％で示しています 

問 1 この保育園のサービス内容について 知って

いる 

まぁ 

知って

いる 

あまり 

知らない 

知らない 無回答 

1 保育方針・保育目標を知っていますか 15 人 22 人 3 人 0 人 0 人 

38％ 55％ 8％ 0％ 0％ 

2 保育の内容について知っていますか 15 人 23 人 2 人 0 人 0 人 

38％ 58％ 5％ 0％ 0％ 

3 年間指導計画、行事計画について知っていますか 21 人 16 人 3 人 0 人 0 人 

53％ 40％ 8％ 0％ 0％ 

4 費用や園の決まり事について知っていますか 15 人 20 人 4 人 1 人 0 人 

38％ 50％ 10％ 3％ 0％ 

問 2 日常の保育について 十分 概ね 

十分 

やや 

不十分 

不十分 無回答 

5 遊具や教材について（年齢に合った遊具が揃っ

ている、遊具の配置等) 

21 人 18 人 1 人 0 人 0 人 

53％ 45％ 3％ 0％ 0％ 

6 戸外遊びについて 16 人 18 人 6 人 0 人 0 人 

40％ 45％ 15％ 0％ 0％ 

7 季節や自然との触れ合いが保育の中に感じられ

ますか 

24 人 13 人 2 人 1 人 0 人 

60％ 33％ 5％ 3％ 0％ 

8 健康作りへの取り組みについて 23 人 17 人 0 人 0 人 0 人 

58％ 43％ 0％ 0％ 0％ 

問 2-2 日常の保育について 満足 概ね 

満足 

やや 

不満足 

不満足 無回答 

9 給食の献立内容について（季節の食材や行事食

等） 

34 人 6 人 0 人 0 人 0 人 

85％ 15％ 0％ 0％ 0％ 

10 お子さんは給食を楽しんでいますか 34 人 5 人 1 人 0 人 0 人 

85％ 13％ 3％ 0％ 0％ 

11 基本的生活習慣の取り組みについて 30 人 9 人 1 人 0 人 0 人 

75％ 23％ 3％ 0％ 0％ 

12 保育中のケガ等に関する説明や対処について 27 人 12 人 1 人 0 人 0 人 

68％ 30％ 3％ 0％ 0％ 
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問 3 保護者と園との連携・交流について 十分 概ね 

十分 

やや 

不十分 

不十分 無回答 

13 送迎時の職員との会話や連絡帳、掲示物により 1

日のお子さんの様子がわかりますか 

15 人 21 人 3 人 1 人 0 人 

38％ 53％ 8％ 3％ 0％ 

14 園の様子や行事に関する情報提供について 20 人 17 人 3 人 0 人 0 人 

50％ 43％ 8％ 0％ 0％ 

15 懇談会や個別面談等での意見交換について 19 人 19 人 2 人 0 人 0 人 

48％ 48％ 5％ 0％ 0％ 

16 相談ごとへの対応について 24 人 15 人 1 人 0 人 0 人 

60％ 38％ 3％ 0％ 0％ 

問 4 保育園の環境等について 十分 概ね 

十分 

やや 

不十分 

不十分 無回答 

17 保育室、園庭について（清潔さ、掃除等） 27 人 11 人 1 人 0 人 1 人 

68％ 28％ 3％ 0％ 3％ 

18 外部からの防犯対策について 21 人 17 人 1 人 0 人 1 人 

53％ 43％ 3％ 0％ 3％ 

19 感染症の発生状況や注意事項の情報提供につい

て 

19 人 13 人 7 人 0 人 1 人 

48％ 33％ 18％ 0％ 3％ 

20 緊急時の連絡体制、周知、防災訓練等について 20 人 18 人 1 人 0 人 1 人 

50％ 45％ 3％ 0％ 3％ 

問 5 職員の対応について 満足 概ね 

満足 

やや 

不満足 

不満足 無回答 

21 職員はお子さんを大切にしてくれていますか 32 人 7 人 0 人 0 人 1 人 

80％ 18％ 0％ 0％ 3％ 

22 保護者に対する職員の対応や態度について 30 人 9 人 0 人 0 人 1 人 

75％ 23％ 0％ 0％ 3％ 

23 保育サービス提供方法の統一性について（どの

職員も同じように保育をしてくれているか等） 

24 人 12 人 3 人 0 人 1 人 

60％ 30％ 8％ 0％ 3％ 

24 お子さんは保育園で楽しく過ごしていますか 32 人 7 人 0 人 0 人 1 人 

80％ 18％ 0％ 0％ 3％ 

問 6 総合満足度について 満足 概ね 

満足 

やや 

不満足 

不満足 無回答 

25 この保育園を総合的に評価すると、どの程度満

足していますか 

27 人 11 人 1 人 0 人 1 人 

68％ 28％ 3％ 0％ 3％ 
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事業者コメント 

 

施設名： みゆさと保育園 

施設長： 山﨑 志保           

 

 

＜評価（自己評価等）に取り組んだ感想＞ 

    

 

自己評価を全職員で取り組んだことで、マニュアルや全体的計画を見直し、自分たちの保育を振り返る

ことができて良かった。普段あまり関わることのなかった運営や経営についても知れる良いきっかけに

なった。 

保護者アンケートで良いことは引き続き継続し、改善点はできることはしていきたいと思う。 

 

 

＜評価後取り組んだ事として＞ 

 

 

１．職員の名前と顔が一致しないとアンケートにあったので名前入り顔写真を玄関に掲示した。 

 

２．感染症ボードが小さいとアンケートにあったので少し大きくした。 

 

３．緊急時用連絡手段としてメール配信を取り入れた。  

 

 

 


